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八頭町道路部分改良事業分担金徴収条例の一部改正

八頭町地区福祉施設設置条例の一部改正

議案第64号

令和７年６月
定例会

議案第65号
　現在12地区の「まちづくり委員会」で地域福祉の取組が展開されています。「未設置」
となっている「西郡家地区」、「国中地区」の設立推進に向け、集落支援員が先行し
て配置されました。
　集落支援員の活動拠点として「西郡家地区」は中央公民館に、「国中地区」は国中
改善センターに設置されました。

　本定例会は、６月５日～１３日までの９日間で開かれ、報告
５件、条例改正５件、補正予算２件が上程され、いずれも原
案どおり可決しました。陳情は３件あり、そのうちの１件を
採択しました。

従来：集落負担　２割、上限 200万円未満
↓
改正：集落負担　１割、上限 300万円未満へ

福祉課　西尾課長

中央公民館 国中改善センター

福地集落内の道路

　令和６年３月に策定された「第２期八頭町地域福祉推進計画」
に基づき、「みんなで支えあい　誰もが自分らしく　いきいきと
幸せに暮らし続けられる　共生のまちづくり」を基本理念に地
域福祉の取組を展開しています。残りの２地区でのまちづくり
委員会設置に向けて、取り組んでまいります！

集落での活用を更に推進するため、町道の改良
事業に対する集落の負担金が軽減されました。
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八頭町が出資する公社団体等の経営状況報告

県立八頭高校の寮整備に向けて議論がスタート

　八頭町では、町が資本金等を４分の１以上出資している法人は経営状況を議会に報告
することが条例で定めていることから決算報告がありました。（主なもの）

一般財団法人八頭町農業公社� 八頭町2,000万円出資（１００％）

若桜鉄道株式会社� 八頭町3,265万円出資（32.7％）

八東地域振興株式会社� 八頭町1,000万円出資（62.5％）

報告第５号

報告第10号

報告第６号

　農地の管理が困難な方と担い手農家や大規模農家等で賃貸契約を進め
るほか、八頭米ブランドの「神兎」の販売を行っています。令和６年度は、
154.5ha の農地中間管理事業と、耕耘・代かき・田植え・稲刈りで２６．７
ha、畦塗り1,491ｍ、堆肥散布で８．１haの受託業務を行いました。決算
額が 1,219 万円余の当月末残高となりました。
　今後も受託面積の拡大と「農業ビジョン」の実行に向け、事業を展開し
ていきます。

　当期損益は約 65万円のプラスとなり、3期連続の黒字を確保しました。　
　輸送人員は42万 2099人（前年度比 99％）でコロナ禍前の水準に戻ら
ず、通勤定期券購入者も減少しています。営業面では、台湾などからのイ
ンバウンド客や国内からの家族連れの観光客が多く、SL 体験運転などの売
り上げが好調でした。

　令和 7年 4月28日に八頭町と鳥取県および鳥取県教育委員会で「県立
高校の魅力化推進に係る取組の連携に関する基本協定書」が交わされまし
た。
　連携事項として、
　・高校魅力化コーディネーターを配置すること。
　・県内外から八頭高校に入学する生徒のための住環境確保に関すること。
が、確認されています。県と協議を進めることについて議会は了承しました。

　「フルーツ」「バイク」「鉄道」「音楽」の４つのキーワードを重点的に取り
組み、SNS発信、お取り寄せ需要への対応を図りつつ、八東地域へのファ
ンづくりの拡大を目指し、各種事業を実施しました。当期末は、３２９千円の
黒字となりました。

道の駅はっとう内

トロッコ列車

八頭高校

農業公社の研修の様子
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施設の維持管理

農業施設の維持管理

畜産業の振興支援

防犯対策の支援

道路、河川等の美化活動

就農促進の支援

防災無線の維持管理

公共施設の維持管理

補正予算の議案審議
※提出された内容の一部をご紹介します。
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　東郡家地区福祉施設のエアコン 2
台の工事請負費用。約 63万円
　隼地区公民館エアコン 2 台の工事
請負費用。110 万円

　農業施設の維持管理に関わる関係
費用として、船岡大型作業所の下水
管改修工事。約 143万円

　鳥取県の和牛振興計画推進
事業として、 県が１/3, 町が
1/6 を補助し、繁殖雌牛の増
頭を支援するもの
　約 176万円

　県の「犯罪から県民を守る
緊急対策事業」として防犯カメ
ラ・センサーの設置を 1.5 万
円補助する事業が好評で 30
件分追加するもの　
　約 45万円

　道路等の愛護事業の実施団
体が増加したことから予算を追
加するもの
　50 万円

　親元での就農支援事業とし
て、７月から来年の３月までの
９ヶ月分の支援費用とするもの
　90 万円

　全国瞬時警報システム（J ア
ラート）の新型受信機のシステ
ム改修をするもの
　約 445万円

　隼プールサイドのテントの張
替修繕するもの
　約 62万円

　なぜ修理ではなく、新規での購
入なのか。

質
疑

　ここまで故障がみられる度に修理
しながら使用してきたが、修繕不可
能となり新規で購入したい。

答
弁

　この施設は、農業施設になるのか。質
疑

　この施設は、現在農業施設ではな
いが八頭町農業用等施設管理条例に
包含するものと考える。

答
弁



令和7年度臨時会
旧八東小学校解体工事請負変更契約の締結

旧丹比小学校校舎解体工事請負契約の締結

岡嶋議員

矢部議員

川西聡議員

5月 22日

6月 24日

議案第61号

　令和 6 年度の繰越事業として、合併特例債を利用し、今年度中に工事を完了するもの

　石綿（アスベスト）の撤去と体育館電源
設備を追加したことにより増額になったもの

契約金額

契約の相手方

１億１５６万円
（257万円増額）

竹内組・松田組・中田組 特定建設工事共同企業体
代表者：株式会社竹内組
　　　　　代表取締役　竹内　秀彦

反対

反対

賛成

　考え方については賛成したいが、物事の説明がタイムリーにできていない。
請負契約の変更は、3 月定例会には解かっていたはずなので、早めに説明が必
要だ。賛成できない。

　私は反対だ。本議会は「委員会主義」をとっている。議案の軽重ではなく、
先に委員会への説明が必要だ。議会軽視と言われてもしかたない。 それ以外に
も腑に落ちない点がある。

　予算に関しては、3 月に既に議決している。必要不可欠な工事なので議案に
賛成する。ただ、説明は誤解のないように心がけてもらいたい。

建物解体後の旧八東小学校

【第一工区】
契約金額
1億2,243万円
契約の相手方
竹内組・山陰建設・松田建設特
定建設工事共同企業体
工　期
令和8年3月27日まで

【第二工区】
契約金額
1億2,320万円
契約の相手方
こおげ建設・岡島建設・ユウケン
特定建設工事共同企業体
工　期
令和8年3月27日まで

議案第70号 議案第71号
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議案等議決結果 議案等議決結果 （第４、６回臨時会・第５回定例会）（第４、６回臨時会・第５回定例会）

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
結
　
　
果

件　　　　　名
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【第４回臨時会】
61 旧八東小学校解体工事請負変更契約の締結 × ○欠 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決

62 八頭町国民健康保険税条例の一部改正 〇 ○欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

【第５回定例会】
63 八頭町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

64 八頭町道路改良事業分担金徴収条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

65 八頭町地区福祉施設設置条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 可決

66 令和7年度八頭町一般会計補正予算（第1号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

67
八頭町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

68
八頭町の議会議員及び長の選挙における選挙運動の町費負担に
関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

69 令和7年度八頭町一般会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

陳情４
国産食料の増産、食料自給率の向上、家族農業支援強化を求め
る陳情 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 採択

陳情５
裏金問題の徹底解明とパーティー券購入を含む企業・団体献金
の禁止を求める陳情 〇 × × × 〇 〇 × × × × × 〇 × 不採択

陳情６ 一日も早く選択的夫婦別姓の導入をするよう政府に求める陳情 × × × × × × × × × × × 〇 × 不採択

発議３
国産食料の増産、食料自給率の向上、家族農業支援強化を求め
る意見書 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

【第6回臨時会】
70 旧丹比小学校校舎解体工事（１工区）請負契約の締結 〇 ○欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

71 旧丹比小学校校舎解体工事（２工区）請負契約の締結 〇 ○欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

72 財産の取得（小・中学生のタブレット更新） 〇 ○欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

※採決は13人（川西議長は除く。）で行う。議案等の採決は賛成「○」、反対「×」で表記。欠席は「○欠」で表記。

陳情の審査結果
件　　　　　名 提　出　者 審査結果 理　　　由

国産食料の増産、食料自
給率の向上、家族農業支
援強化を求める陳情

鳥取県農民運動連合会
会長　雑賀　敏之 採択 　陳情の趣旨を認めた。

裏 金 問 題 の 徹 底 解 明 と
パーティー券購入を含む
企業・団体献金の禁止を
求める陳情

平和・民主主義・豊かな暮らしを
めざす鳥取県の会（鳥取県改新懇）
代表世話人　村上　俊夫

不採択
　本陳情は、特定の政党
に対して非難する内容で
あり、本議会として国へ
の意見書の提出は必要な
いと判断したため。

一日も早く選択的夫婦別
姓の導入をするよう政府
に求める陳情

新日本婦人の会
鳥取県本部　岡本　裕子 不採択

　選択的夫婦別姓の導入
については、子どもの姓
や家族の姓などについて
も議論が必要である。早
急に結論を出すのは尚早
と考えるため。
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右の QR コードから「各議員の詳しい出欠状況」がご覧いただけます。

令和7年度（4月24日～6月24日）議会等の出欠日数一覧

【定例会・臨時会・研修会等】
議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

会　　議　　名
議
員
名

森
　
亜
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川
西
美
恵
子

人権研修会
長島愛生園視察（5/20）

出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

欠 ① ① ①

第３回臨時会（5/1）
出

本会議、全員出席
欠

第４回臨時会（5/22）
出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

欠 ①

第６回臨時会（6/24）
出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

欠 ①

第５回定例会,会期は９日間
（6/5 ～ 6/13）※本会議は４日間

出
本会議、全員出席

欠

【議会運営委員会・常任委員会・委員会・全員協議会】
議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

委　員　会　名
議
員
名

森
　
亜
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議会運営委員会（8回）
出 8 8 8 8 8 8

欠

総務教育常任委員会（４回）
出 2 4 4 4 4 4 4

欠 ②

産業福祉常任委員会（４回）
出 4 4 4 4 4 4 4

欠

予算決算常任委員会（３回）
出 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

欠 ①

全員協議会（７回）
出 7 3 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

欠 ④

委員長会議（２回）
出 2 2 2 2 2 2 2 2

欠

議会広報委員会（８回）
出 8 8 8 8 8 8 8

欠

議会報告委員会（３回）
出 1 3 3 3 3 3 3

欠 ②

議会ＤＸ委員会（３回）
出 3 3 3 3

欠   
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ぎかいのうごき
令和７年
	 4月	24日 議員懇談会
	 5月	 1日 第３回八頭町議会臨時会、議会運営委員会、全員協議会、総務教育常任委員会

産業福祉常任委員会、予算決算常任委員会、議会ＤＸ委員会、議会広報委員会
議会報告委員会

	 	 2日 委員長会議、議会運営委員会、総務教育常任委員会、産業福祉常任委員会
予算決算常任委員会、議会ＤＸ委員会、議会広報委員会、議会報告委員会、全員協議会
令和７年度第１回区長会

	 	 7日 女性議員研修企画検討会
	 	 8日 議会広報委員会

令和７年度船岡地域春季慰霊祭、山陰新幹線整備促進麒麟のまち６町議員連盟総会 　
	 	 9日 東部町長等挨拶まわり　　　　　　　　　　 　　
	 	11日 部落解放同盟八頭町協議会定期大会
	 	12日 東部町長等挨拶まわり　　　　　　　　　　 　　
	 	13日 議会広報委員会
	 	14日 議会広報委員会
	 	15日 議会広報委員会

令和７年度八頭町民生児童委員協議会総会
	 	18日 鳥取県水防訓練
	 	19日 議会運営委員会、全員協議会、総務教育常任委員会、産業福祉常任委員会

八頭町人権教育推進委員会総会
	 	20日 人権研修会（国立療養所長島愛生園）
	 	22日 第４回八頭町議会臨時会、議会運営委員会
	 	23日 東部広域行政管理組合議会運営委員会、令和７年度シルバー人材センター定時総会

令和７年度八頭町商工会通常総会                 
	 	 27日 令和７年度町村議会議長・副議長研修会　　　　 　
	 	28日 鳥取県町村議会議長会議長・副議長研修会

山陰新幹線整備促進麒麟のまち6町議員連盟首相要望　　　 　
	 	29日 全員協議会、議会広報委員会、議会ＤＸ委員会
	 	30日 東部広域行政管理組合臨時会、令和７年度八頭町観光協会通常総会　　　　　　　 　　
	 	31日 第 69回鳥取県植樹祭、鳥取県植樹祭 IN八頭町横城郡代表団八頭町長主催歓迎会　　
	 6月	 3日 郡家地区防犯協議会総会、郡家警察署管内交通対策協議会連絡総会
	 	 5日 第５回八頭町議会定例会（第１日目）

総務教育常任委員会、産業福祉常任委員会、予算決算常任委員会
	 	 6日 全員協議会
	 	 9日 第５回八頭町議会定例会（第２日目）
	 	10日 第５回八頭町議会定例会（第３日目）
	 	11日 議会運営委員会、全員協議会
	 	12日 八頭更生保護監察協会総会、人権政策確立要求八頭町実行委員会総会
	 	13日 第５回八頭町議会定例会（第４日目）、議会運営委員会
	 	15日 鳥取県東部地区消防ポンプ操法大会
	 	19日 議会広報委員会
	 	20日 議会運営委員会、全員協議会、委員長会議
	 	24日 第 6回臨時会
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参加議員の感想を一部紹介します。
〇�感染症の方に対する差別・偏見など、あらゆる差別を無くして行かなければならない行

政に与えられた責務を、改めて強く感じた研修であった。

〇�コロナ感染症の際も同じような偏見があったように、正しく理解することが差別事象を

防ぐことに大変重要なことだと改めて強く感じた。

〇�差別の現実やその地に立ち、生の声を聞くことで、心を揺さぶられる研修を重ねる重要

性を感じたとともに、今後の八頭町の人権啓発、人権教育に活かして行きたいと感じた

研修であった。

〇�「無関心は誤解と偏見を生み差別につながる」と資料館に記されていた。自分の心に偏

見や差別はないか、こうした研修を機会にしっかりと向き合うことが大切だと感じた。

〇�目に見えない細菌やウイルスなどによって引き起こされる差別は、人を加害者にも被害

者にもする現実を見た。

人権についての学びを

　「国立療養所長島愛生園」は昭和３年に着工され、昭和５年に「国立らい療養所」として発足し、

翌昭和６年に内務省告示第 29号をもって名称を「国立らい療養所長島愛生園」と定められま

した。そして、昭和21年に名称を「国立療養所長島愛生園」へと変更され現在に至っています。

平成８年に「らい予防法」が廃止されましたが、今日においても帰る場所のない高齢者の方々

が生活されています。

　私たち八頭町議会では昨年度の「水平社博物館」

の視察研修に引き続き、今年度は「国立療養所長

島愛生園」を視察研修しました。議会としてあら

ゆる人権問題について学習を重ね、差別がなく住

みよい八頭町づくりに邁進して行く覚悟です。今

後も人権学習を途絶えることなく継続し差別のな

い町づくりを目指していきます。

県外視察研修を実施しました。

日　時 	� 令和７年５月 20 日（火） 
10 時から 12 時まで

場　所 	 国立療養所長島愛生園
	 （岡山県瀬戸内市邑久町虫明 6539）

収容桟橋
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議員のやりがいは
ありますか

どうして立候補
したのですか

議会のルールは
ありますか

議会がない時は
どう過ごしますか

議席の番号は
なんであるのですか

今後どんな町に
したいですか

少し緊張した姿勢で聞いてます

聞いたことをしっかりとメモします

川西議長の説明の様子

ようこそ八頭町議会へ

　6年生は 2グループに分かれて船岡庁舎の見学と議会の見学を交互に行いました。
　児童たちは議場で、まず「地方議会」についての話を聞き、その後、八頭町議会の概要や
八頭町の予算など、あらかじめ児童から質問があったことについて川西美恵子議長がパワー
ポイントを使用して説明しました。その後、本会議のマイクを実際に使用して児童が質問を
行いました。

子どもたちの感想
　議員さんたちの働きが八頭町を
いい町にしようとしていることが
わかりました。

　八頭町が明るい町になってほし
いという思いがあり、議会での話
合いにつながるのだと感じました。

　普段は、入ることのない場所に
入ることができ、貴重な経験がで
きました。こんな場所で八
頭町のことについて話合い
が行われていると知り、少
し政治に興味がわきました。

郡家西小学校６年生が、
ふるさとキャリア教育の一環で
八頭町議会について学習をしました。

日　時 	� ６月 30 日（月） 
９時 40 分から 11 時 30 分まで

対　象 	 郡家西小学校　6 年生　57 人

このような質問が出ました
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ここが聞きたい
一　般　質　問

11人が
一般質問
しました。

QRコードを読み
込むと、YouTube
動画でご視聴いた
だけます

　議員が行政全般にわたり、町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将
来に対する方針などについて質問したり、報告、説明を求めたりすることをい
います。
　議員 1 人当たりの質問時間は 30 分です。（執行部側の答弁は時間に含まれま
せん。）。
　掲載している内容は、質問者自身が要約し、広報委員会が校正したものです。
　議事録は、議会ホームページのほか、議会事務局、各庁舎、図書館でもご覧
いただけます。

一般質問とは

質 問 者 質　問　事　項 頁

矢部　啓祐 人口減少による地域の人材・担い手不足への対策 12

奥田のぶよ
グラウンドホッケーの町

13
小・中学生の放課後の過ごし方

岡嶋　正広
八頭町総合計画

14
災害復旧工事

尾島　　勲 第 3次八頭町総合計画 15

小原　徹也 行政の認識と考え方 16

中原　幸恵 子育て支援 17

灘口　茂郎 産業振興 18

川西　　聡
学校給食の無償化

19
徳丸駅からはっとうフルーツ観光園に至る歩行者の安全確保

髙橋信一郎 各集落の自治会費負担の軽減 未提出

森　亜紀子
人権施策

20
観光振興対策

山根張太郎 第 3次総合計画における地方創生 2.0 の取組 21

※�　質問や町長などの答弁は質問した議員の原稿に基づき掲載することになっており、髙橋信一郎議員
の原稿が未提出であるため掲載していません。
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人手不足の対策

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
制
度
の
活
用
は

町
長
／�

事
業
者
の
要
望
を
聞
き
、 

ま
と
ま
れ
ば
進
め
た
い

矢部　啓祐 議員

質
問

①
農
業
、
介
護
、
地
域
交
通
、
教
育
、

除
雪
な
ど
の
各
現
場
で
人
材
・
担
い
手

不
足
の
声
を
よ
く
聞
く
。
将
来
を
見
据

え
た
「
地
域
の
人
材
確
保
の
対
策
」
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

②
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

制
度
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
内

外
の
若
者
等
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
定
住
の

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
る
。
地
域
社

会
の
維
持
の
た
め
、
本
制
度
を
活
用
す

る
考
え
は
な
い
か
。

③
特
に
若
年
女
性
の
活
躍
が
地
域
人
材

の
確
保
に
は
欠
か
せ
な
い
と
言
わ
れ

る
。「
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
」
の

活
用
を
再
度
、
訴
え
る
が
所
見
は
。

④
地
域
の
雇
用
創
出
の
場
、
人
材
育
成

の
場
と
し
て
、「
隼
ラ
ボ
」
の
今
後
の
展

開
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
国
や
県
の
補
助
事
業
の
活
用
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
導
入
支
援
や
「
出
る
杭

を
伸
ば
す
」
事
業
者
応
援
補
助
金
な
ど

の
活
用
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
活
用
を
含
む
生

産
性
の
向
上
の
た
め
の
投
資
を
加
速
さ

せ
、
少
な
い
人
員
で
も
生
産
額
や
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
維
持
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

②
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
安
定

的
な
雇
用
環
境
と
一
定
の
給
与
水
準
を

確
保
し
た
職
場
を
作
り
出
し
、
地
域
内

外
の
若
者
等
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で

き
、
地
域
の
事
業
者
の
維
持
・
拡
大
を

推
進
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

町
と
し
て
は
、
労
働
者
の
受
け
皿
と

な
る
組
合
員
の
合
意
形
成
が
重
要
と
考

え
、
事
業
者
の
要
望
を
聞
き
、
制
度
の

取
組
事
業
が
ま
と
ま
れ
ば
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

③
既
に
麒
麟
の
ま
ち
圏
域
を
対
象
に
女

性
デ
ジ
タ
ル
人
材
と
女
性
応
援
つ
な
が

り
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
麒
麟
の
ま
ち
圏
域
を
活
用
す
る
中

で
町
内
の
希
望
者
に
情
報
が
届
く
よ
う

周
知
し
、
デ
ー
タ
人
材
育
成
の
拡
大
に

隼ラボのコワーキングスペース

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

④
隼
ラ
ボ
は
株
式
会
社
シ
ー
セ
ブ
ン
に

よ
る
運
営
の
下
で
企
業
誘
致
や
起
業
・

創
業
の
拠
点
、
に
ち
よ
う
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
講
演
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
地
域
産

業
の
発
展
や
活
性
化
に
も
寄
与
し
て
お

り
、
近
年
で
は
県
と
連
携
し
て
、
起
業

家
の
育
成
等
で
県
内
で
の
地
位
も
確
立

し
つ
つ
あ
る
。
町
と
し
て
は
引
き
続
き

施
設
管
理
を
行
い
つ
つ
、
産
業
政
策
面

で
も
シ
ー
セ
ブ
ン
ハ
ヤ
ブ
サ
と
連
携
し

な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

質
問

　

本
年
の
生
産
年
齢
人
口
は
約
６
，９
０

０
人
で
20
年
後
に
は
約
３
，８
０
０
人
と

ほ
ぼ
半
減
す
る
。
今
あ
る
仕
事
も
限
り

あ
る
人
数
で
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
20
年
後
も
町
内
で
商
売
が
出
来
る

の
か
と
い
う
同
年
代
の
不
安
な
声
を
聞

く
。
将
来
の
人
材
確
保
の
具
体
的
な
取

組
の
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

定
年
延
長
で
70
代
で
の
人
材
確
保
や

国
も
介
護
関
係
の
人
材
確
保
に
動
い
て

い
る
が
、
町
独
自
は
難
し
い
の
で
、
国

や
県
の
制
度
と
併
せ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

質
問

　

町
内
で
も
既
に
「
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
制
度
」
の
よ
う
な
取
組

を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、

本
町
と
繋
が
り
の
あ
る
事
業
者
で
の
ノ

ウ
ハ
ウ
も
あ
る
。
取
組
へ
向
け
て
の
下

地
は
あ
る
よ
う
に
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

今
ま
で
実
行
し
て
き
た
こ
と
や
つ
な

が
り
の
「
点
」
と
「
点
」
を
結
び
「
線
」

に
す
る
こ
と
は
地
域
の
財
産
に
な
る
。

事
業
協
同
組
合
の
勉
強
会
の
開
催
の
声

も
あ
る
。
Ｕ
タ
ー
ン
や
移
住
者
の
受
け

皿
に
も
な
る
の
で
前
向
き
に
考
え
て
み

た
い
。
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質
問

①
町
営
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
整
備
に
つ
い
て
の
課
題
は
。

②
競
技
人
口
を
増
や
す
取
組
は
。

③
中
国
総
体
２
０
２
５
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
で
八
頭
高
等
学
校
が
ホ
ッ
ケ
ー
場

の
会
場
に
な
る
が
、
本
町
の
対
応
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
多
目
的
な
屋
外
競
技
場
の
整
備
を
検

討
し
て
い
く
。

②
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
（
ホ
ッ
ケ
ー
担
当
）

を
配
置
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
指
導

し
て
い
る
。
近
年
は
徐
々
に
少
年
団
の

入
団
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

③
の
ぼ
り
旗
の
設
置
や
、
町
報
で
の
開

催
周
知
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
周
知

活
動
等
を
実
施
、
ま
た
は
実
施
予
定
だ
。

質
問

　

鳥
取
県
で
２
０
３
３
年
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
競
技
決

質
問

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
在
の
状
況

と
課
題
は
。

②
部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
は
。

③
部
活
動
へ
の
バ
ス
送
迎
の
現
状
と
課

題
は
。

④
放
課
後
、
自
由
に
使
用
で
き
る
遊
び

場
や
施
設
の
状
況
は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

①
今
年
度
１
年
生
57
人
を
迎
え
て
、
８

施
設
２
１
６
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
郡

家
西
小
学
校
は
人
数
が
多
い
が
状
況
見

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

②
今
年
度
、
外
部
指
導
者
を
２
人
配
置

し
た
。
指
導
者
確
保
は
極
め
て
難
し
い
。

適
任
者
が
見
つ
か
れ
ば
補
助
員
と
し
て

関
わ
っ
て
も
ら
い
、
総
合
的
に
判
断
し
、

次
年
度
、
正
式
に
外
部
指
導
者
と
し
て

迎
え
る
流
れ
で
拡
大
し
て
い
く
。

③
県
内
は
運
転
手
不
足
等
で
県
外
の
バ

ス
会
社
も
利
用
し
て
対
応
し
て
い
る
。

④
町
内
の
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
公
民

館
や
図
書
館
等
あ
る
が
、
近
年
は
利
用

ホッケーの町

小中学校の放課後

町
営
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が

中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
は

町
長
／�
多
目
的
な
屋
外
競
技
場
の 

整
備
を
検
討
し
て
い
く

教
育
長
／�

指
導
者
確
保
は
極
め
て
難
し
い

定
が
令
和
７
年
だ
。
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
会

場
に
八
頭
町
と
し
て
手
を
挙
げ
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

町
と
し
て
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
手
を
挙

げ
た
い
、
そ
う
い
う
気
持
ち
だ
。

質
問

　

郡
家
運
動
場
は
測
量
設
計
が
終
了
し

て
い
る
。
候
補
地
と
し
て
の
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

候
補
地
と
し
て
考
え
て
い
る
。
き
ら

め
き
祭
り
会
場
は
平
行
し
て
考
え
た
い
。

質
問

　

八
頭
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
を
卒
業
し
た

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
方
が
指
導
者
と
し
て
八

頭
町
へ
Ｕ
タ
ー
ン
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
考
え
て
み
て
は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

非
常
に
重
要
だ
と
思
う
。
町
長
部
局

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

す
る
こ
と
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

質
問

　

図
書
館
が
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
し
て
子
ど
も
同
士
が
交

流
で
き
る
場
を
知
ら
せ
て
は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

小
学
校
は
校
区
外
に
出
て
は
い
け
な

い
と
い
う
ル
ー
ル
等
あ
る
が
、
公
共
施

設
の
使
用
な
の
で
協
議
し
て
い
き
た

い
。

奥田 のぶよ 議員

八頭中学校のホッケー練習場
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復旧完了した農業用施設(福地地内)

町総合計画

人
口
減
少
歯
止
め
施
策
は

町
長
／�

買
い
物
支
援
や
出
産
・ 

子
育
て
支
援
な
ど
だ

げ
が
行
わ
れ
る
の
で
通
常
と
比
べ
負
担

が
減
る
が
、
激
甚
災
害
に
な
ら
な
く
て

も
受
益
者
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
一

戸
当
り
３
万
円
を
超
え
る
部
分
は
減
免

措
置
を
行
っ
て
い
る
。

④
農
地
に
つ
い
て
は
個
別
に
、
受
益
者

が
複
数
に
及
ぶ
農
業
用
施
設
に
つ
い
て

は
代
表
者
の
方
に
了
承
い
た
だ
き
申
請

を
行
っ
て
い
る
。
復
旧
箇
所
が
集
中
す

る
集
落
で
は
随
時
説
明
会
を
開
催
し
理

解
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

質
問

①
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

②
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事

に
お
け
る
受
益
者
負
担
の
算
定
方
式

は
。

③
激
甚
災
害
と
な
る
と
農
地
・
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
工
事
の
受
益
者
負
担
は

変
わ
る
の
か
。

④
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事

に
お
け
る
受
益
者
へ
の
事
前
説
明
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
５
月
30
日
時
点
で
農
地
・
農
業
用
施

設
災
害
復
旧
事
業
で
は
41
件
中
完
了
が

26
件
、
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
で
は

４
件
中
完
了
２
件
、
公
共
土
木
災
害
復

旧
事
業
で
は
10
件
中
完
了
９
件
合
わ
せ

て
55
件
中
37
件
完
了
、
現
在
18
件
の
工

事
実
施
中
で
あ
る
。

②
受
益
者
負
担
は
事
業
費
の
５
％
以
内

と
し
、
負
担
が
一
戸
当
り
３
万
円
を
超

え
る
部
分
は
減
免
措
置
を
行
っ
て
い

る
。

③
激
甚
災
害
と
な
る
と
補
助
率
の
嵩
上

台風７号
災害復旧工事

進
捗
状
況
は

町
長
／�

55
件
中
37
件
完
了 

現
在
18
件
工
事
実
施
中

岡嶋　正広 議員

質
問

⑴
第
３
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

①
人
口
減
少
歯
止
め
施
策
は
。

②
新
庁
舎
建
設
は
調
査
・
検
討
で
済
ま

す
の
か
。

③
認
定
こ
ど
も
園
設
置
に
つ
い
て
の
考

え
に
至
っ
た
経
緯
及
び
目
的
は
。

④
給
食
費
無
償
化
の
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
社
会
減
対
策
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
買
い
物
支
援
や
、
診
療
所

の
開
設
支
援
、
交
通
環
境
整
備
、
小
売

事
業
者
の
町
内
出
店
等
だ
。

自
然
減
へ
の
対
策
と
し
て
、
出
産
、
子

育
て
支
援
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
保
健

事
業
や
介
護
予
防
事
業
の
展
開
に
よ
り
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
む
。

②
鳥
取
県
八
頭
事
務
所
を
最
優
先
候
補

地
と
し
、
令
和
６
年
度
は
庁
内
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
必
要
な
機
能
や
設
備
を

整
理
し
た
。
今
後
は
県
と
情
報
交
換
を

行
い
町
の
考
え
を
整
理
し
た
い
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
協
議
を
行

い
、
移
行
の
メ
リ
ッ
ト
、
課
題
の
整
理
を

行
っ
て
き
た
。
１
号
認
定
こ
ど
も
の
受
入

れ
可
能
な
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
に
よ

り
、
町
内
施
設
に
お
け
る
１
号
認
定
こ

ど
も
の
受
入
れ
制
度
の
一
層
の
明
確
化
が

図
ら
れ
、
本
町
の
教
育
・
子
育
て
支
援
の

姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。

④
町
財
政
の
大
き
な
負
担
に
な
り
、
国

の
財
政
援
助
が
不
可
欠
で
あ
る
。

質
問

⑵
第
２
次
総
合
計
画
で
で
き
な
か
っ
た

事
業
に
つ
い
て

①
健
康
づ
く
り
拠
点
施
設
の
整
備
は
。

②
子
ど
も
向
け
屋
内
遊
び
場
の
整
備
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
既
存
施
設
の

活
用
を
視
野
に
検
討
し
た
い
。

②
令
和
５
年
度
、
６
年
度
に
は
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
屋
内
遊
具
の
拡
充
。
令

和
６
年
度
に
は
こ
ど
も
広
場
の
人
工
芝
の

張
り
替
え
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
土

曜
午
後
、
試
行
的
に
開
所
し
て
い
る
。
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第３次八頭町
総合計画

重
点
目
標（
ビ
ジ
ョ
ン
）は

町
長
／�
人
口
減
少
対
策
だ

尾島　勲 議員

質
問

　

私
は
八
頭
町
役
場
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
使
命
）
を
こ
の
様
に
表
現
し
た
い
。

　
「
八
頭
町
内
で
最
大
か
つ
最
良
の

サ
ー
ビ
ス
業
、
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
あ
り

続
け
る
」

　

こ
れ
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
と
申
し
上
げ

た
。
尾
島
議
員
が
言
わ
れ
る
事
と
一
緒
だ

と
思
う
。

質
問

　

最
重
要
目
標
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

人
口
減
少
が
１
つ
の
大
き
な
課
題
だ
。

最
優
先
は
人
口
減
少
対
策
だ
。

質
問

　

役
場
機
構
に
つ
い
て
伺
う
。「
戦
略
は

組
織
に
従
う
」
あ
る
い
は
、「
組
織
は
戦

略
に
従
う
」
ど
ち
ら
が
町
長
の
思
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　
「
組
織
は
戦
略
に
従
う
」
だ
。

質
問

　

人
口
減
少
に
特
化
し
た
対
策
課
、
人

口
減
少
対
策
課
（
仮
称
）
を
今
後
考
え

て
み
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

町
民
課
・
保
健
課
色
々
あ
る
わ
け
で
、

特
化
で
は
な
く
色
々
合
わ
せ
る
中
で
の
人

口
減
少
対
策
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

質
問

　

現
在
産
業
観
光
課
の
中
に
商
工
観
光

室
が
あ
る
。

　

八
頭
町
と
し
て
今
後
ま
す
ま
す
観
光

に
力
を
入
れ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
観

光
を
独
立
し
た
チ
ー
ム
と
し
て
取
り
扱

う
部
署
が
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
か
。

　

具
体
的
に
は
商
工
観
光
室
を
課
に
昇

観光事業の役場窓口(商工観光室)

格
さ
せ
、
観
光
推
進
課
（
仮
称
）
と
し

て
は
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

今
の
形
態
が
決
し
て
最
良
だ
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
限
ら
れ
た
人
数

で
産
業
や
観
光
の
仕
事
を
し
て
い
く
の
で

あ
れ
ば
、
今
の
形
態
で
良
い
の
で
は
な
い

か
。
今
し
ば
ら
く
は
こ
の
形
（
組
織
）
で

様
子
を
見
た
い
。

質
問

　

第
３
次
八
頭
町
総
合
計
画
と
同
様
、

八
頭
の
未
来
を
作
り
上
げ
る
重
要
な
計

画
の
１
つ
で
あ
る
、「
立
地
適
正
化
計

画
」（
※
１
）
の
策
定
を
建
設
課
だ
け
に

留
め
ず
、
役
場
内
に
立
地
適
正
化
策
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

建
設
課
だ
け
で
は
な
く
、
企
画
・
産

業
部
門
と
の
連
携
箇
所
が
出
て
く
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
話
が
あ
っ

た
が
、
連
携
の
中
で
は
横
断
的
な
取
組

の
会
と
い
う
事
を
視
野
に
入
れ
た
取
組

に
な
る
。

質
問

　

第
３
次
総
合
計
画
を
推
進
す
る
た
め

の
人
員
配
置
の
１
つ
の
考
え
方
と
し

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト

や
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ロ
ボ
ッ
ト
化
を
今
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に

投
げ
か
け
て
い
る
。
取
り
入
れ
る
べ
き
も

の
は
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

（
※
１
）
立
地
適
正
化
計
画

　

居
住
機
能
や
医
療
・
福
祉
・
商
業
・

公
共
交
通
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
機

能
の
誘
導
に
よ
り
都
市
全
域
を
見
渡
し
、

都
市
の
防
災
に
関
す
る
機
能
を
確
保
も

含
め
た
持
続
可
能
な
都
市
構
造
を
目
指

す
包
括
的
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
。
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質
問

　

下
水
道
は
30
年
前
に
計
画
し
整
備
し

た
施
設
だ
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
人
口
の
増
減
が
あ

る
が
認
識
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

当
初
計
画
に
対
し
、
人
口
減
少
等
に

よ
り
計
画
処
理
量
を
下
回
る
施
設
は
維

持
管
理
費
抑
制
の
為
、
統
合
し
て
い
る
。

質
問

　

社
会
情
勢
が
変
わ
っ
た
中
で
、
庁
舎

の
活
用
の
形
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
住

民
の
意
見
は
聞
い
て
い
る
の
か
。

　

庁
舎
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
る
の

か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

本
格
的
な
協
議
は
こ
れ
か
ら
だ
。
住

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
き
い
て
、
ど
う

い
っ
た
機
能
が
い
る
か
協
議
し
た
い
。

　

災
害
時
、
県
と
の
協
議
の
場
が
必
要

で
、
そ
こ
に
会
議
室
が
あ
る
方
が
よ
い
。

行政の認識と
考え方

庁
舎
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
る
か

町
長
／�

住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い
て 

協
議
し
た
い

質
問

　

国
も
国
難
だ
と
捉
え
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
だ
が
、
本
町
の
役
割
は
何
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

基
本
的
に
は
、
県
知
事
の
要
請
に
対

応
す
る
こ
と
だ
。

質
問

　

私
は
、
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
た
め

に
何
が
必
要
で
、
知
事
の
要
請
さ
れ
る

前
か
ら
、
事
前
に
準
備
す
る
よ
う
な
、

町
長
に
は
知
恵
を
出
す
行
動
を
し
て
ほ

し
い
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
県
の
方
か
ら
、

事
前
に
各
市
町
村
に
流
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
基
に
対
応
す
る
。

質
問

　

被
災
者
受
け
入
れ
施
設
と
し
て
船
岡

薬
師
団
地
に
あ
る
町
営
住
宅
を
、
国
の

制
度
金
を
利
用
し
整
備
す
る
知
恵
を
出 小原　徹也 議員

さ
れ
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

薬
師
団
地
は
レ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
で
勧
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
令
和
7
年
度
、
本
年
度
予
算

に
用
地
取
得
を
し
計
画
を
考
え
て
い

る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
大
き
な
問
題

だ
と
捉
え
て
い
る
。
本
町
は
関
西
圏
や

東
京
渋
谷
と
お
互
い
が
支
え
あ
う
関
係

が
良
い
と
考
え
て
お
り
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

他県の被災者仮設住宅
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質
問

　

５
歳
児
健
診
は
子
ど
も
の
発
達
障
害

な
ど
の
特
性
が
早
期
に
分
か
れ
ば
、
医

療
や
福
祉
を
含
む
地
域
で
の
連
携
が
可

能
と
な
り
、
本
人
や
家
族
の
困
り
ご
と

を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
聞
く
。

　

令
和
5
年
度
に
５
歳
児
検
診
を
行
っ

た
自
治
体
は
14
％
に
と
ど
ま
り
、
こ
ど

も
家
庭
庁
は
令
和
10
年
度
に
全
国
で
１

０
０
％
実
施
を
目
指
し
て
い
る
。
本
町

の
現
状
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

本
町
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
、
お
子

さ
ん
の
発
達
や
情
緒
面
、
社
会
性
の
課

題
等
を
確
認
し
、
就
学
に
向
け
て
早
期

に
支
援
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

保
護
者
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
対

し
助
言
を
行
い
、
就
学
へ
の
準
備
や
不

安
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。

子育て支援

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の

サ
ポ
ー
ト
を

町
　
長
／�

連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援

教
育
長
／
特
別
支
援
員
を
配
置

質
問

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

の
取
組
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

言
語
聴
覚
士
に
よ
る
言
語
指
導
、
心

理
士
に
よ
る
子
育
て
相
談
や
個
別
の
発

達
評
価
、
少
人
数
で
様
々
な
活
動
を
通

じ
て
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
小
集
団
教

室
な
ど
を
実
施
し
、
お
子
さ
ん
の
個
性

を
尊
重
し
な
が
ら
、
発
達
段
階
に
合
っ

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
お

子
さ
ん
や
家
族
の
方
の
困
り
感
を
保
護

者
の
方
と
保
育
士
、
保
健
師
が
共
有
し
、

適
切
な
関
わ
り
を
助
言
す
る
と
と
も

に
、
医
師
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

町
内
小
中
学
校
に
特
別
支
援
員
を
配

置
し
て
、
低
学
年
の
学
級
、
特
別
支
援

学
級
を
中
心
に
、
生
活
面
、
学
習
面
で

個
別
の
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
郡
家 中原　幸恵 議員

子ども家庭センター（郡家保健センター内）

西
小
学
校
の
通
級
指
導
教
室
「
ま
な
び

の
教
室
」
で
は
、
読
み
書
き
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
個
々
の
課
題
の

改
善
を
図
る
た
め
に
、
個
別
で
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

質
問

　

令
和
６
年
度
の
本
町
の
小
学
校
４
校

の
児
童
数
は
７
２
３
人
で
、
内
71
人
が

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
、
１
割
近
く

い
る
実
態
が
あ
る
。
４
校
で
、
特
別
支

援
員
が
足
り
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

今
年
度
、
町
内
小
学
校
の
児
童
数
は

６
８
０
人
で
、
そ
の
う
ち
特
別
支
援
学

級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
は
、
73
人
と
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
通
常
学
級
の
中
に
も
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
も
在
籍
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
特
別
支
援
員
を
徐
々
に
増

員
し
な
が
ら
、
現
在
17
人
を
配
置
し
て

い
る
。

　

特
別
支
援
員
の
確
保
に
は
大
変
苦
慮

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
学
校
と
協
議

し
な
が
ら
、
最
低
限
の
人
員
を
確
保
し

て
対
応
し
て
い
る
。

　

特
別
支
援
学
級
は
定
員
が
国
の
法
律

で
は
８
人
だ
が
、
鳥
取
県
は
７
人
が
定

員
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
人
の
教
師
が

見
る
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
課
題

だ
。

　

適
正
な
特
別
支
援
の
数
と
い
う
の
も

基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な

く
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く

中
で
、
本
町
は
非
常
に
充
足
率
は
高
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
年
々
こ
れ
は
増
え
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
特
別
支
援
教
育
の
免
許
状
を
今
、

仕
事
を
し
な
が
ら
大
学
の
方
で
と
っ

て
も
ら
う
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
る

の
で
、
い
ろ
ん
な
形
で
そ
の
特
別
支
援

教
育
と
い
う
部
分
の
ス
キ
ル
を
上
げ
る

こ
と
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
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質
問

　

ス
マ
ー
ト
農
業
を
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
考
え
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
や
ア
シ
ス
ト
付
き

田
植
機
と
い
っ
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
の
導
入
は
、
農
業
経
営
の
改
善
や
持

続
可
能
な
農
業
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

ス
マ
ー
ト
農
機
の
導
入
支
援
を
中
心
に

推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
担
い
手
農
家

を
集
め
た
研
修
会
を
開
催
し
て
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
活
用
事
例
を
紹
介
す
る

な
ど
、
更
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

質
問

　

用
排
水
路
の
整
備
の
現
状
と
今
後
の

取
組
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

大
規
模
な
用
排
水
路
の
事
業
関
係
で

は
、
下
坂
地
区
で
排
水
路
の
暗
渠
化
な

ど
に
よ
り
、
大
型
農
業
機
械
で
の
作
業

農業振興

農
機
具
等
の
シ
ェ
ア
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
は

町
長
／�

関
係
機
関
の
意
見
を 

伺
い
な
が
ら
検
討
し
た
い

効
率
の
向
上
を
目
的
に
、
農
業
基
盤
整

備
促
進
事
業
で
令
和
６
年
度
か
ら
８
年

度
の
３
か
年
を
も
っ
て
本
工
事
に
取
り

組
む
よ
う
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
舟

川
堰
用
水
路
地
区
で
は
、
水
門
ゲ
ー
ト

や
サ
イ
フ
ォ
ン
用
水
路
の
改
修
な
ど
に

よ
る
長
寿
命
化
に
取
り
組
む
た
め
に
事

業
計
画
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

令
和
９
年
度
以
降
か
ら
本
工
事
に
取
り

か
か
る
計
画
と
し
て
い
る
。

質
問

　

小
規
模
農
家
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し

て
い
く
考
え
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

相
談
内
容
に
応
じ
た
補
助
金
制
度
の

紹
介
や
、
町
独
自
の
「
小
規
模
農
家
経

営
継
続
支
援
事
業
補
助
金
」
を
新
設
し
、

農
業
機
械
の
購
入
費
助
成
に
よ
る
農
家

の
負
担
軽
減
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
「
八
頭
町
農
耕
用
免
許
取
得
推

進
事
業
補
助
金
」
な
ど
の
町
単
独
補
助

の
新
設
や
、
県
の
補
助
事
業
の
か
さ 灘口　茂郎 議員

農地や栽培などの相談窓口（八頭町農業公社）

上
げ
補
助
、
農
業
公
社
で
の
農
地
や
栽

培
な
ど
の
相
談
対
応
と
い
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

質
問

　

農
業
公
社
の
相
談
窓
口
だ
け
で
な

く
、
役
場
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
み
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

農
業
公
社
と
産
業
観
光
課
は
連
携
を

密
に
し
て
い
る
の
で
、
農
業
公
社
で
も

産
業
観
光
課
で
も
、
相
談
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
話
は
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
と
言
わ

ず
、
ツ
ー
ス
ト
ッ
プ
と
い
う
こ
と
で
考

え
た
い
。

質
問

　

農
機
具
等
を
シ
ェ
ア
で
き
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　
「
第
３
次
八
頭
町
総
合
計
画
」「
第
３

期
八
頭
町
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、
農

機
具
等
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等
に
よ
り
新

規
就
農
者
の
参
入
や
資
源
の
有
効
活
用

を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
導
入
に
つ
い
て
研
究
を
行

う
よ
う
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

農
家
の
皆
様
に
貸
出
な
ど
の
共
同
利

用
が
可
能
な
農
機
具
等
の
実
態
調
査
を

行
い
、
関
係
機
関
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

農
機
具
等
を
シ
ェ
ア
で
き
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
、
い
つ
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
調
査
を
行
う
予
定

と
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
中
で
推
進
し

て
い
る
部
会
の
皆
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
、
そ
の
会
議
の
中
の
聞
き
取
り

調
査
を
今
年
度
か
ら
行
い
た
い
。
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質
問

　

私
は
平
成
30
年
９
月
及
び
令
和
３
年

３
月
の
定
例
会
の
一
般
質
問
で
取
り
上

げ
た
経
緯
が
あ
り
、
私
以
外
に
も
３
人

の
同
僚
議
員
が
無
償
化
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
無
償
化
の
実
現
を
求
め
る
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

令
和
５
年
度
か
ら
、
基
本
的
に
食
材

費
が
高
騰
し
た
場
合
も
保
護
者
の
負
担

を
抑
え
る
べ
く
、
一
部
給
食
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
の
給
食
会
計
予
算
の
給
食
材

費
は
約
８
千
万
円
で
、
無
償
化
す
れ
ば

毎
年
全
て
町
財
政
の
大
き
な
負
担
と
な

る
。
子
育
て
や
人
口
減
少
対
策
と
し
て

国
が
取
り
組
む
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
。
機
会
を
捉
え
国
へ
の
要
請
等

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

質
問

　

現
在
、
県
内
の
無
償
化
は
４
自
治
体

で
全
国
で
は
４
８
２
自
治
体
で
あ
る
。

　

着
目
し
た
財
源
に
「
ふ
る
さ
と
納
税

が
あ
る
。
収
益
は
令
和
３
年
度
約
１
億

学校給食の
無償化

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に

実
現
し
て
は

町
長
／�
国
の
施
策
で 

取
り
組
む
内
容
だ

円
、
４
年
度
約
２
億
円
、
５
年
度
約
３

億
円
、
６
年
度
約
４
億
円
で
あ
る
。
財

政
調
整
基
金
と
の
絡
み
も
合
わ
せ
れ
ば

不
可
能
で
は
な
い
と
思
う
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

確
か
に
数
字
的
に
は
可
能
だ
が
実
際

に
使
え
る
の
は
半
分
だ
。
無
償
化
は
国

の
施
策
で
取
り
組
む
べ
き
内
容
だ
。

質
問

　

国
の
対
応
は
「
自
民
党
・
公
明
党
・

維
新
の
会
の
合
意
」
だ
。
最
近
は
、
方

向
性
は
出
て
い
て
も
何
ら
か
の
要
因
で

ひ
っ
く
り
返
る
政
治
状
況
が
あ
る
。

　

憲
法
13
条
に
「
義
務
教
育
は
こ
れ
を

無
償
と
す
る
」
と
あ
る
。
国
の
姿
勢
だ

け
で
は
な
く
地
方
自
治
体
も
取
り
組
み

憲
法
の
精
神
に
近
づ
け
る
べ
き
だ
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

小
学
校
は
来
年
度
か
ら
実
施
、
中
学

校
も
で
き
る
限
り
速
や
か
に
始
め
る
と

あ
る
。
国
の
動
向
を
見
極
め
た
い
。

質
問

　

こ
の
町
道
は
車
の
往
来
が
激
し
い
。
大

事
故
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

歩
道
の
設
置
に
は
な
ら
な
く
て
も
、
町

道
に
側
線
を
き
ち
ん
と
引
い
て
路
肩
部
分

を
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
す
る
対
応
は

可
能
だ
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

国
保
税
に
係
る
「
子
ど
も
の
均
等
割
」

の
課
税

フルーツ観光園付近の行き止まり農道

質
問

　

観
光
園
付
近
の
行
き
止
ま
り
に
な
っ
て

い
る
農
道
の
見
直
し
の
整
備
を
行
い
、
歩

行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
観
光
園
に
至
る

ル
ー
ト
の
新
設
は
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

町
道
徳
丸
東
線
の
歩
道
整
備
の
提
案

は
理
解
で
き
る
。
た
だ
、
各
集
落
か
ら
道

路
改
良
に
多
く
の
要
望
が
あ
り
通
学
路
の

安
全
対
策
や
防
災
対
策
等
の
整
備
も
あ

る
。

　

当
面
、
本
年
３
月
に
制
定
し
た
「
八

頭
町
総
合
計
画
」
の
方
針
に
沿
い
整
備
を

行
い
た
い
。

質
問

　

整
備
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

該
当
の
農
道
部
分
は
圃
場
整
備
で
の
規

格
で
行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
上
の

町
道
に
歩
道
が
あ
れ
ば
一
番
良
い
が
、
今

は
総
合
計
画
の
中
に
は
な
い
。

歩行者の
安全確保

徳
丸
駅
か
ら
フ
ル
ー
ツ
観
光
園
に

至
る
道
路
整
備
を

町
長
／�

今
は
総
合
計
画
の
中
に
は
な
い

川西　聡 議員
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質
問

　

第
２
次
八
頭
町
人
権
を
尊
重
す
る
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
と
、
八
頭
町
部
落

差
別
撤
廃
及
び
人
権
擁
護
に
関
す
る
条

例
を
問
う
。

①
基
本
計
画
の
差
別
解
消
の
取
組
は
。

②
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
伺
う
。
い

じ
め
や
不
登
校
の
現
状
は
。

③
条
例
に
県
や
国
、
関
係
団
体
と
連
携

と
あ
る
。
関
係
団
体
を
具
体
的
に
明
記

し
て
は
。

④
条
例
に
は
、
町
民
へ
責
務
が
記
さ
れ

て
い
る
。
町
民
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

⑤
新
た
に
指
導
及
び
助
言
が
明
記
さ
れ

た
。
心
に
傷
を
受
け
た
時
の
救
済
も
大

切
と
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
さ
ま
ざ
ま
な
節
目
の
年
を
、
八
頭
町

の
新
た
な
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の

ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
、
基
本
計
画
に
示

し
た
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
誰
も
が

輝
い
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

③
多
岐
に
な
る
。
個
別
の
記
述
は
難
し

い
。

④
人
権
学
習
会
や
人
権
問
題
講
座
等
、

学
び
の
機
会
を
捉
え
て
周
知
し
た
い
。

⑤
そ
う
し
た
方
々
に
寄
り
添
う
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
相
談
窓
口
等
、
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

②
不
登
校
の
該
当
児
童
の
課
題
が
改
善

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
県
が
実

施
す
る
調
査
の
４
月
の
月
例
報
告
で
は

い
じ
め
の
認
知
は
な
い
。
学
校
で
発
達

段
階
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

質
問

　

子
ど
も
を
見
守
る
上
で
大
切
に
し
た

い
こ
と
や
願
い
は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

大
人
の
背
中
を
見
せ
る
こ
と
が
大

切
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
地
域
に

根
付
い
て
、
地
域
を
支
え
る
よ
い
循
環

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

森　亜紀子 議員

人権施策

差
別
解
消
の
取
組
は

町
長
／�

基
本
計
画
の
施
策
を 

着
実
に
推
進
す
る

質
問

①
高
速
バ
ス
大
阪
鳥
取
間
の
割
引
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
利
用
状
況
は
。

②
観
光
客
誘
致
に
向
け
た
若
桜
鉄
道
の

具
体
的
な
Ｐ
Ｒ
は
。

③
年
間
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を
工

夫
し
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
４
月
の
土
日
祝
日
は
７
日
間
で
２
２

９
人
、
１
便
当
た
り
平
均
16
人
が
乗
車

人
数
と
な
っ
て
い
る
。

②
点
で
は
な
く
面
で
県
や
近
隣
市
町
と

連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。
利
用
促

進
で
は
、
市
町
の
保
育
園
な
ど
に
チ
ラ

シ
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
、
町
内
小
学

校
に
乗
車
体
験
等
を
行
っ
て
い
る
。

③
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
カ
レ
ン

ダ
ー
表
示
で
主
な
イ
ベ
ン
ト
を
見
て
も

ら
え
る
。

　

ま
た
、
５
月
か
ら
町
報
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
も
積
極

的
に
実
施
し
て
い
る
。

観光振興対策

若
桜
鉄
道
の
具
体
的
な
Ｐ
Ｒ
は

町
長
／�

点
で
は
な
く
面
で
近
隣
市
町
と 

連
携
し
て
実
施
す
る

質
問

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
声
や

口
コ
ミ
等
の
対
応
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

随
時
対
応
し
て
い
る
。

質
問

　

ス
マ
ホ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
本
町

の
観
光
マ
ッ
プ
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ア

プ
リ
に
あ
る
と
良
い
の
で
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

少
し
調
査
し
た
い
。

観光資源の１つ　若桜鉄道
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質
問

　

地
方
創
生
２
．０
の
政
府
要
望
の
進
捗

状
況
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

地
方
創
生
２
．０
の
５
本
柱
で
も
掲
げ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
安
心
し
て
働
き
、

暮
ら
せ
る
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
る
町

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
デ
ジ
タ
ル
技

術
も
活
用
し
な
が
ら
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

国
で
は
新
た
に
「
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
成
交
付
金
」
を
設
け
て
お

り
、
本
町
も
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
た

め
申
請
を
行
い
、
既
に
事
業
採
択
も
受

け
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
第
2
世
代
交
付
金
と

い
う
こ
と
で
、
若
桜
鉄
道
の
関
係
で

あ
っ
た
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
関
係
、

鳥
取
県
の
地
方
創
生
の
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、
地
域
防
災
緊
急
整
備
型
で
、

組
み
立
て
式
の
給
水
タ
ン
ク
や
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
蓄
電
池
購
入
と
い
う
よ
う
な
こ

徒
募
集
や
地
域
と
の
連
携
に
関
わ
る
情

報
発
信
、
三
つ
と
し
て
、
地
域
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
行
う
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
に

対
す
る
支
援
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
探
し

て
い
る
段
階
で
あ
り
、
決
ま
り
次
第
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
、
内
容
を
詰
め
て
い
き
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
八
頭
高
校
と
本

町
が
、
よ
り
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
お

互
い
の
魅
力
を
発
掘
し
た
り
再
発
見
を

す
る
な
ど
し
て
、
広
く
発
信
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
八
頭
高
校
及
び
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問

　

ホ
ッ
ケ
ー
の
町
八
頭
町
と
し
て
、
県

と
共
同
で
公
営
ホ
ッ
ケ
ー
場
を
新
設
し

て
は
と
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

将
来
的
な
こ
と
を
考
え
、
ホ
ッ
ケ
ー

場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
幅
広
い
競

技
に
活
用
で
き
る
多
目
的
な
屋
外
球
技

場
と
し
て
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
人
工
芝
等

の
基
準
や
仕
様
が
以
前
よ
り
緩
和
さ
れ

て
お
り
、
ホ
ッ
ケ
ー
専
用
と
し
て
で
は

地方創生２．０
の取組

県
と
共
同
で
公
営
ホ
ッ
ケ
ー
場
を

新
設
し
て
は

町
長
／�
多
目
的
な
屋
外
球
技
場 

と
し
て
検
討
し
た
い

と
も
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
交
付
金
の
二
次
募
集
に

向
け
て
、
総
合
計
画
に
も
掲
げ
て
い
る
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
モ

デ
ル
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
協
議
も

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

質
問

　

県
立
高
校
の
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
今
年
度
ど
の
よ
う
な
取
組
を
す

る
の
か
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

今
年
４
月
28
日
に
、
県
立
高
校
の
魅

力
化
促
進
に
係
る
取
組
に
関
す
る
基
本

協
定
を
締
結
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
と

し
て
、
県
立
高
校
の
魅
力
化
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
県
立
高
校
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
し

て
、
一
つ
と
し
て
、
探
究
的
な
学
び
の

中
で
、
地
域
と
連
携
し
た
学
習
活
動
の

支
援
、
二
つ
と
し
て
、
県
内
外
へ
の
生

な
く
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
幅
広
い
競
技
に

活
用
で
き
る
多
目
的
な
屋
外
競
技
場
と

し
て
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
県
と
市
町
村
で
の
施
設
改
修

や
整
備
費
の
負
担
割
合
が
示
さ
れ
る
と

思
う
の
で
、
町
民
の
皆
様
や
議
会
と
よ

く
議
論
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

住み良いまちづくりを目指して（郡家ドーム付近）

山根張太郎 議員
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議
会
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と

を
心
が
け
て
、
編
集
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
委
員
の
「
挑
戦
し
た
い

こ
と
」
も
取
り
入
れ
て
82
号
を
作
成
し

ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が

ら
、
個
々
の
委
員
が
レ
イ
ア
ウ
ト
や
原

稿
を
作
成
し
、
共
有
す
る
こ
と
で
以
前

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
編
集
作
業
に
な
っ
て

い
る
と
実
感
し
ま
す
。

　

町
内
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
写
真

撮
影
に
快
く
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
雰
囲
気
や
人
の
様
子
を
意
識
し
て

撮
影
し
ま
し
た
。
言
葉
や
文
字
で
伝
え

る
こ
と
も
大
切
な
資
質
の
1
つ
で
す
が
、

写
真
も
効
果
的
に
使
い
な
が
ら
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
紙
面
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。　

　

今
回
は
、
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
が
、
議
場

の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
親

し
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
に
な
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
町
内
に
出
か
け
て
、

取
材
や
撮
影
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
記
：
森　

亜
紀
子
）

委
員
長　
　

田
中　

俊
光

副
委
員
長　

奥
田
の
ぶ
よ

委
員　
　
　

森　

亜
紀
子

委
員　
　
　

尾
島　
　

勲

委
員　
　
　

岡
嶋　

正
広

委
員　
　
　

矢
部　

啓
祐

委
員　
　
　

灘
口　

茂
郎

編 集 委 員 編
集
後
記

2
0
2
5
.8

N
o.0

8
2

22

再
生
紙
と
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
印
刷
し
て
い
ま
す

※
議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月
の
年
4
回
で
す
。

本会議はケーブルテレビで生中継しています
議会の傍聴をしてみませんか

なお、定例会の本会議はインターネット配信もしています

議会、議会だよりに関するご意見、ご要望をお寄せください。
TEL  0858-72-3975　FAX  0858-72-2641（議会事務局） 八頭町議会

　町議会は、町の予算や身近な問題について話
し合う大切な場所です。実際に、自分の目で見
て肌で感じてみませんか？どなたでも気軽に見
に来ていただくことができます。ケーブルテレ
ビやYouTubeでも見ることができます。

遠藤佳代子 さん
　いつも議会を傍聴してみたいと思いながら、仕事も休め
ず一度も行ったことがありませんでした。議会モニターに
なり、先日初めて議会傍聴しました。仕事の都合で短時間
でしたが、議員さん、町長さんはじめ町職員さんが八頭町
のことを思って頑張ってくださっているのが伝わりました。
是非みなさんも自分たちの町のことを知るきっかけにもな
ると思いますので一緒に議会に行きましょう！

議会モニターさん紹介議会モニターさん紹介


